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南極に建設された IceCubeは, PeVを越える宇宙線と背景光子もしくは陽子との相互作用によって生じる E >
∼

100 TeVの超高エネルギーニュートリノに感度を持ち, ニュートリノ・PeV宇宙線の起源を探る有効な手段である.
理論的にはガンマ線バースト, ブレーザー, 超新星爆発などがその放射源として提唱されてきたが, これまで観測的
に同定されたことがなかった. IceCubeは, 2016年 4月以降ニュートリノ検出のアラートを流し, 2017年 9月 22日
(UTC)には 100 TeVを超えるエネルギーを持つ高い有意度のニュートリノ事象が検出された (IceCube-170922A).
我々は, その位置誤差範囲内にある, 電波で flat-spectrumを持つ天体 (BROSカタログ; Tanaka et al. in prep.)を
選び出し, かなた望遠鏡HONIRを用いて即時追観測を行い, ブレーザー TXS 0506+056の可視増光を検出した.
γ線でも増光フェイズにあり (Fermi望遠鏡), MAGIC望遠鏡でも 100 GeVを超える高エネルギー γ線が検出され
た. その後も, すばる望遠鏡 HSC, IRSF望遠鏡 SIRIUS, 木曽シュミット望遠鏡 KWFC, Tomo-e Gozen, 京都大
学 40cm屋上望遠鏡等での撮像観測を継続している. また, すばる望遠鏡 FOCAS, Gemini-North望遠鏡GMOS,
なゆた望遠鏡MALLS他での可視分光観測を行ったが, BL Lac的な featurelessな連続光を示し, 有意な輝線, 吸
収線は検出されていない. 本講演では, 我々の行った可視近赤外線追観測の結果を紹介する.


